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平成 26 年第４回定例会は、12 月１日から 12 月 18 日までの 18 日間の会期で開かれました。
本定例会には、35 件の議案が提出され慎重に審議した結果、すべて原案のとおり同意・承認・

可決しました。
一般質問では 11 名の議員が登壇し、当面の行政課題を質しました。

○学童保育の改築移転
放課後児童健全育成施設事業（新規）（64 万８千円）
粉河小学校内で行っている学童保育「粉河アットホームクラブ」が、元粉

河中学校の特別教室へ移転し、トイレの設置、階段等の改修工事の設計委託
料です。

○防犯カメラで安全・安心
地域安全推進事業（９千 440 万円）

「がんばる地方交付金」を使った事業。現在、下井阪駅に
防犯カメラを設置しているが、新たに、打田駅、粉河駅、名
手駅、貴志駅、甘露寺前駅の各駐輪場にも設置する。

駅以外に犯罪率が高い場所や市民からの要望のある場所へ
の防犯カメラ設置については、市民のプライバシーの問題等
を考慮し、自治区の同意も得た上で検討していく。

○健康づくりは検診から
がん検診事業（68 万９千円）

「和歌山県胃がん予防対策ピロリ菌検査事業」を活用して、平成 27 年度から、ピロリ菌検
査を実施するにあたり、現行の「健康管理システム」の改修を行う事業です。

平成 26 年第４回定例会

一般会計補正予算（第４号）（補正額１億５千 849 万円）

・市民体育館スポーツ備品（大型備品）一式
バスケットボール、バレーボール、バドミントン、卓球、テニスなど、市民体育館で競技できるスポーツの

備品購入です。

財産の取得（４千 698 万円）

下井阪駐輪場

9月移転予定
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平成 26 年第１回臨時会
平成 26 年第１回臨時会は、10 月 28 日に開かれました。

工 事 名：旧貴志川分庁舎耐震改修工事（議案第 153 号工事請負契約の締結）
請負業者：（株）淺川組
請負金額：368,818,984 円

その他の議決事項
・教育委員会委員の任命
・竜門財産区管理委員の選任
・一般会計補正予算（第３号）
・水道事業会計補正予算
・道路線の認定（５件）
・工事請負契約の一部変更（２件）

・固定資産評価審査委員会委員の選任（５件）
・条例の一部改正（６件）
・特別会計補正予算（６件）
・工業用水道事業会計補正予算
・道路線の廃止（２件）
・和歌山県市町村総合事務組合規約の変更に関する協議

新副議長に

亀 岡　雅 文  氏（清流会）

議長を支え、紀の川市発展のため邁
ま い

進
し ん

してまいります。

「農業改革」に関する意見書
意　見　書

（要旨）
政府は、本年６月に改訂した「農林水産業・地域の活力創造プラン」や閣議決定した「規制改革実施計

画」等において、農業の成長産業化に向けて「農業協同組合の見直し」などを柱とする農業改革を推進す
ることを決定した。

これを受けて、ＪＡグループでは、農業者の所得増大と農業生産の拡大、地域の活性化を基本目標に、
多様な農業者のニーズに応え、担い手をサポートし、農業者並びに地域住民と一体となって「持続可能な
農業」と「豊かで暮らしやすい地域社会」の実現を目指した自己改革に取組むこととしている。
「農協改革」はあくまで組合員の総意による自己改革が基本であり、「農業協同組合の見直し」にあたっ

ては、当事者である農協や組合員などの現場の意見を汲み上げたＪＡグループの自己改革の内容を尊重し
た見直しとなるよう強く要望する。
（提出先）
衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・農林水産大臣・内閣府特命担当大臣（規制改革担当）

可決【全員賛成】
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いっぱん質問いっぱん質問
市 政 を 問 う

一般質問の内容については、要旨のみ掲載しています。

なお、原稿については、各質問者が投稿したものであり文責は質問者にあります。

くわしい内容を知りたい方は、会議録の閲覧ができますので議会事務局議事調査課までお問い

合わせください。（TEL 0736−77−0860）

室谷　伊則　議員
・（仮称）京奈和関空連絡道路について
・通学路の安全対策について

太田加寿也　議員
・紀の川市のＩＣＴ教育の推進について

並松　八重　議員
・家庭ごみ収集の現状について
・粗大ごみの回収について

大谷さつき　議員
・健康増進の食の改善について
・健康ステーションについて

村垣　正造　議員
・学校の適正規模・適正配置について
・来年合併１０年目を迎えて

榎本　喜之　議員
・証明書のコンビニ発行について

森田　幾久　議員
・教育レベル向上について
・紀の国わかやま国体について

中村　真紀　議員
・子ども・子育て支援新制度の実施に

向けた対応について
・貴志川線の発展について

中尾太久也　議員
・子ども・子育て支援新制度の取り組

みについて

石井　　仁　議員
・「子どもの貧困」の解消に向けて

舩木　孝明　議員
・高齢者対策について
・へき地における農業者問題について

紀の川市議会だより　No.32　平成27年［2015］
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問社
会
保
障
・
税
番
号
制

度
、
通
称
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
の
実
施
に
合
わ
せ

て
、
住
民
票
や
戸
籍
、

印
鑑
証
明
、
納
税
証

明
な
ど
の
各
種
証
明

書
を
コ
ン
ビ
ニ
で
発

行
す
る
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
で
き
な
い
か
。

コ
ン
ビ
ニ
発
行

サ
ー
ビ
ス
は
、
全
国

で
４
万
以
上
の
店
舗

で
、
年
末
年
始
を
除

く
毎
日
午
前
６
時
30

分
か
ら
午
後
11
時
ま

で
利
用
で
き
る
。
ま

た
、
窓
口
業
務
の
負
担
軽
減

に
つ
な
が
る
の
で
は
。

 

答
　
　
　
企
画
・
市
民
部
長

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、

来
年
10
月
以
降
に
番
号
を
割

り
当
て
住
民
に
通
知
、
平
成

28
年
１
月
よ
り
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ

を
載
せ
た
顔
写
真
付
き
の

コンビニで住民票交付を

問小
学
６
年
と
中
学
３
年

生
を
対
象
に
実
施
さ
れ
て
い

る
、
国
語
と
算
数
・
数
学
の

全
国
統
一
テ
ス
ト
で
、
和
歌

山
県
の
平
均
点
が
全
国
平
均

を
下
回
っ
て
い
る
こ
と
で
の

対
策
は
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
効
果
は
出
て
い

る
の
か
。

 

答
　
　
　
　
　
教
育
部
長

一
つ
の
教
室
に
複
数
の

教
師
が
入
り
、
少
人
数
指
導

を
行
う
Ｔ
Ｔ
（
テ
ィ
ー
ム
テ

ィ
ー
チ
ン
グ
）
指
導
や
、
ペ

ア
学
習
・
グ
ル
ー
プ
学
習
を

必
要
に
応
じ
て
取
り
入
れ
た

り
、
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
授
業
に

導
入
し
興
味
を
持
た
せ
る
よ

う
な
取
り
組
み
も
行
っ
て
い

る
。
具
体
的
な
効
果
は
、
ま

だ
調
査
研
究
中
で
あ
る
。

「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
が
希

望
者
に
交
付
さ
れ
、
番
号
の

一
部
利
用
開
始
。
平
成
29
年

１
月
よ
り
国
の
機
関
で
情
報

連
携
が
始
ま
り
、
順
次
地
方

公
共
団
体
と
の
情
報
連
携
が

始
ま
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用

は
原
則
、
番
号
法
に
定
め
ら

れ
た
も
の
の
み
で
あ
る
が
、

条
例
を
制
定
す
る
こ
と
で
、

自
治
体
で
独
自
利
用
が
可
能

に
な
り
、
市
独
自
の
サ
ー
ビ

ス
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

住
民
票
等
の
証
明
書
の

コ
ン
ビ
ニ
交
付
導
入
は
、
利

便
性
が
画
期
的
に
向
上
し
、

住
民
へ
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に

な
る
と
考
え
る
。

し
か
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
制
度
が
ス
タ
ー
ト
す
る
と
、

税
と
社
会
保
障
の
分
野
に
お

い
て
、
住
民
票
の
写
し
や
税

関
係
証
明
書
は
添
付
の
必
要

が
な
く
な
り
、
証
明
書
の
発

行
自
体
が
減
っ
て
く
る
と
思

わ
れ
る
。

現
時
点
で
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
運
用
の
詳
細
が
不

明
瞭
で
あ
る
た
め
、
制
度
施

行
後
の
証
明
書
交
付
状
況
や
、

費
用
対
効
果
、
職
員
の
事
務

負
担
軽
減
の
見
込
み
な
ど
情

報
収
集
に
努
め
、
検
討
し
て

問教
育
レ
ベ
ル
向
上
に
は
、

保
育
所
時
代
か
ら
、
専
門
の

体
育
指
導
員
を
派
遣
し
、「
か

け
っ
こ
」
な
ど
で
体
力
を
付

け
て
、「
読
み
聞
か
せ
」
の

時
間
を
多
く
取
り
、
本
と
親

し
む
こ
と
に
よ
り
、
ス
ム
ー

ズ
に
教
育
の
世
界
に
入
っ
て

い
け
る
の
で
は
な
い
か
。

 

答
　
　
市
長
・
保
健
福
祉
部
長

私
立
保
育
園
な
ど
で
は
、

保
護
者
の
希
望
に
よ
り
、
初

回
に
専
門
の
運
動
士
の
指
導

を
受
け
、
そ
の
後
は
保
育
士

に
よ
り
運
動
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
。
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
に
つ
い
て
は
、
す

で
に
保
育
士
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
で
行
っ
て
い
る
が
、

運
動
と
同
様
に
専
門
の
指
導

を
受
け
、
公
立
保

育
所
も
取
り
組
ん

で
い
け
る
よ
う
検

討
し
て
い
く
。

ま
た
、
春
ま
で

に
は
、
子
ど
も
達

の
体
力
向
上
に
向

け
て
、
日
本
体
育

大
学
の
学
生
と
交

い
く
。

問住
民
の
利
便
性
が
向
上

す
る
な
ら
、
早
期
に
実
施
で

き
な
い
か
。

 

答
　
　
　
企
画
・
市
民
部
長

市
の
財
政
も
厳
し
い
な

か
、
近
隣
他
市
町
と
情
報
交

換
を
密
に
行
い
、
国
の
動
向

を
注
視
し
つ
つ
、
他
の
付
加

サ
ー
ビ
ス
も
含
め
て
総
合
的

に
判
断
し
て
い
く
。

流
を
正
式
に
締
結
で
き
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
く
。

問こ
の
秋
開
催
の

国
体
を
盛
り
上
げ
る

た
め
に
応
援
団
が
必

要
で
は
。

 

答    

国
体
対
策
局
長

サ
ッ
カ
ー
は
、

９
月
27
日
か
ら
４
日

間
、
桃
源
郷
運
動
公

園
陸
上
競
技
場
で
、

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
は
、
９
月
28

日
か
ら
２
日
間
、
新
市
民
体

育
館
で
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
、

10
月
３
日
か
ら
３
日
間
、
粉

河
運
動
場
と
貴
志
川
ス
ポ
ー

ツ
公
園
で
行
わ
れ
る
。

応
援
グ
ッ
ズ
の
配
布
と

学
生
応
援
リ
ー
ダ
ー
を
関
係

機
関
と
協
議
検
討
し
て
い
く
。

榎本　喜之　議員

森田　幾久　議員

がんばれ、がんばれ♪

マイナンバーマスコット
「マイナちゃん」

読
み
聞
か
せ
＆
か
け
っ
こ

国体で応援しよう！
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問平
成
27
年
４
月
に
本
格

ス
タ
ー
ト
す
る
「
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
新
制
度
」
の
積

極
的
な
活
用
を
は
か
っ
て
い

く
た
め
の
対
策
と
し
て
、
幼

稚
園
と
保
育
所
（
園
）
両
方

の
良
さ
を
取
り
入
れ
た
認
定

こ
ど
も
園
の
開
設
の
取
り
組

み
は
。

 

答
　
　
　
保
険
福
祉
部
長

こ
の
た
び
の
新
制
度
で

は
、
待
機
児
童
の
解
消
の
た

め
許
可
の
簡
素
化
、
指
導
監

督
お
よ
び
財
政
措
置
を
一
本

化
に
し
、
よ
り
一
層
推
奨
し

て
い
る
。

こ
こ
数
年
入
所
児
童
も

横
ば
い
の
た
め
、
現
段
階
で

は
進
ん
で
認
定
こ
ど
も
園
に

移
行
す
る
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
。

平
成
28
年
度
以
降
、
移

行
す
る
と
い
う
意
思
表
示
を

し
た
場
合
は
、
低
年
齢
児
の

新
制
度
へ
の

対
応
は

問子
ど
も
・
子
育
て
支
援

新
制
度
に
変
わ
る
こ
と
に
よ

る
保
育
料
等
の
負
担
増
は
。

市
と
し
て
負
担
の
軽
減
を
行

っ
て
は
。

ま
た
、
学
童
保
育
指
導

員
の
認
定
研
修
に
つ
い
て
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。
資
質

向
上
の
た
め
、
指
導
員
同
士

の
研
修
や
交
流
を
行
っ
て
は
。

 

答
　
　
　
保
険
福
祉
部
長

平
成
27
年
４
月
か
ら
施

行
さ
れ
る
新
制
度
で
の
入
所

申
請
は
、
去
年
ま
で
と
ほ
ぼ

同
じ
流
れ
で
手
続
き
を
行
っ

て
い
る
。
原
則
、
保
育
料
を

上
げ
る
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
が
、
算
定
基
準
が
変
更
さ

れ
る
た
め
、
現
段
階
で
は
わ

か
ら
な
い
。

支
援
員
は
、
16
科
目
24

時
間
の
研
修
を
修
了
し
た
者

で
、
学
童
ご
と
に
２
人
以
上

置
く
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い

る
。受

講
料
に
つ
い
て
は
ま

だ
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、
個

人
負
担
は
考
え
て
い
な
い
。

指
導
員
に
は
、
関
係
す
る
研

修
会
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
、

資
質
向
上
に
努
め
て
い
く
。

問和
歌
山
電
鐵
が

貴
志
川
線
の
運
行
を

始
め
て
10
年
。
補
助

は
必
要
だ
と
思
う
が
、

今
後
ど
の
よ
う
な
支

援
に
な
る
か
。

ま
た
、
貴
志
駅

南
側
に
駐
車
場
は
あ

る
が
、
空
い
て
い
て

も
路
上
駐
車
す
る
バ
ス
が
見

ら
れ
る
。
市
と
し
て
、
ど
う

対
応
す
る
の
か
。

 

答
　
　
　
　
　
企
画
部
長

大
幅
に
改
善
し
た
が
、

未
だ
赤
字
で
あ
る
。
引
き
続

き
支
援
は
必
要
で
あ
る
と
判

断
し
、
協
議
し
て
い
る
。
平

成
28
年
度
以
降
は
、
安
全
運

行
を
徹
底
さ
せ
る
た
め
の
支

援
を
検
討
中
。

こ
れ
ま
で
も
路
上
駐
車

受
け
入
れ
の
増
加
に
つ
な
が

る
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
積

極
的
に
推
進
し
て
い
き
た
い
。

問小
学
生
の
子
ど
も

を
持
つ
働
く
親
に
と

っ
て
、
放
課
後
過
ご

せ
る
場
で
あ
る
学
童

保
育
の
充
実
を
は
か

る
「
放
課
後
子
ど
も

総
合
プ
ラ
ン
」
を
ど

う
活
用
す
る
の
か
。

 

答    

保
険
福
祉
部
長

新
制
度
で
は
、
学

童
保
育
と
教
育
部
局

で
行
っ
て
い
る
放
課
後
子
ど

も
教
室
と
一
体
型
に
す
る
こ

と
で
、
対
象
者
が
小
学
３
年

生
か
ら
小
学
６
年
生
ま
で
拡

大
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い

る
。
年
々
希
望
者
が
増
加
し

て
い
る
の
で
新
た
な
整
備
を

し
、
教
育
委
員
会
と
も
協
力

し
、
充
実
を
は
か
る
。

問新
た
に
実
施
さ
れ
る
家

庭
的
保
育
事
業
等
へ
の
取
り

組
み
は
。

 

答
　
　
　
保
険
福
祉
部
長

現
在
市
内
に
は
、
認
可

を
し
な
い
よ
う
に
啓
発
し
て

き
た
が
、
引
き
続
き
駐
車
場

の
利
用
徹
底
と
歩
行
者
等
の

安
全
確
保
に
つ
い
て
啓
発
を

行
っ
て
い
く
。

問貴
志
川
線
の
存
続
を
ど

う
考
え
、
対
応
す
る
の
か
。

 

答
　
　
　
　
　
市
　
　
長

市
を
あ
げ
て
、
存
続
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

外
の
保
育
園
が
６
ヶ
所
あ
る

が
、
各
施
設
設
置
事
業
者
が
、

新
制
度
に
お
い
て
事
業
等
を

実
施
す
る
場
合
は
、
認
可
基

準
を
満
た
し
て
い
れ
ば
、
認

可
を
推
進
し
て
い
く
。

問新
制
度
を
十
二
分
に
活

用
し
て
、
子
育
て
し
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
。

 

答
　
　
　
　
　
市
　
　
長

少
子
化
の
波
は
抑
え
き

れ
な
い
が
、
こ
の
新
制
度
を

活
用
し
て
地
域
で
安
心
し
て

子
ど
も
を
産
み
、
育
て
ら
れ

る
環
境
を
整
備
し
、
子
育
て

し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
す

す
め
て
い
く
。

中村　真紀　議員

中尾太久也　議員

「支援新制度」の活用を

貴志川線の存続を！

貴志駅南側の路上駐車
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問平
成
25
年
国
民
生
活
基

礎
調
査
で
は
、
子
ど
も
の

「
相
対
的
貧
困
率
」
は

16.3

％
と
過
去
最
悪
を
記
録
し
た
。

紀
の
川
市
の
子
ど
も
の

実
態
で
は
、
例
え
ば
、

小
中
学
校
の
就
学
援

助
率
は
平
成
18
年
度

が
小
学
校
8.6
％
、
中

学
校
9.8
％
か
ら
、
平

成
25
年
で
は
小
学
校

10.7
％
、
中
学
校
13.5
％

と
増
え
て
い
る
。

昨
年
、
「
子
ど

も
の
貧
困
対
策
法
」

が
施
行
さ
れ
、
こ

の
法
律
に
基
づ
き
、

「
子
ど
も
の
貧
困
大
綱
」
が

閣
議
決
定
さ
れ
た
。

子
ど
も
の
貧
困
の
実
態

を
ど
う
認
識
し
、
子
ど
も
の

貧
困
対
策
法
と
そ
の
大
綱
を

ど
う
と
ら
え
る
か
。

問山
間
へ
き
地
に
お
い
て

は
高
齢
者
が
ま
す
ま
す
増
え
、

隣
近
所
が
な
く
、
病
気
や
け

が
で
倒
れ
て
も
誰
も
気
付
か

ず
、
孤
独
死
が
増
え
て
来
る

と
思
わ
れ
る
が
、
住
み
慣
れ

た
地
域
や
家
で
最
後
ま
で
暮

ら
し
た
い
と
思
う
住
民
を
ど

の
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
の

か
。

 

答
　
　
　
保
険
福
祉
部
長

限
界
集
落
の
な
か
で
の
、

高
齢
者
家
庭
に
対
し
、
見
守

り
や
安
否
確
認
を
地
元
民
生

委
員
や
地
域
住
民
の
皆
さ
ん

に
協
力
し
て
も
ら
っ
て
い
る

が
、
来
年
度
よ
り
高
齢
者
の

孤
独
感
や
孤
独
死
の
解
消
防

止
を
目
的
と
し
た
高
齢
者
見

守
り
事
業
に
取
り
組
む
計
画

で
あ
る
。

 

答
　
　
　
保
険
福
祉
部
長

子
ど
も
の
貧
困
の
実
態

に
つ
い
て
、
個
々
の
相
談
業

務
で
の
確
認
は
で
き
る
が
、

発
掘
し
て
ま
で
の
作
業
は
困

難
と
思
わ
れ
る
。

経
済
が
低
迷
す
る
こ
と

か
ら
、
保
護
者
の
経
済
的
貧

困
に
よ
り
、
子
ど
も
へ
の
関

わ
り
に
ゆ
と
り
が
な
く
な
り
、

い
ろ
い
ろ
な
事
案
が
起
こ
っ

て
い
る
。
関
係
機
関
の
協
力

の
も
と
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
る
が
、
法
整
備
は
重
く
受

け
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
う
。

 

答
　
　
　
　
　
教
育
部
長

児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り

の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、

学
校
が
子
ど
も
に
と
っ
て
貧

困
を
断
ち
切
る
た
め
の
拠
点

問近
年
、
耕
作
放
棄
地
が

増
え
、
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
が

年
間
９
千
万
円
あ
ま
り
と
、

ま
す
ま
す
被
害
額
が
拡
大
し

て
い
る
。
し
か
し
、
イ
ノ
シ

シ
の
侵
入
防
止
電
柵

の
補
助
金
が
50
％
か

ら
30
％
に
減
額
さ
れ

た
が
、
増
額
の
見
直

し
が
あ
る
の
か
。
ま

た
、
ま
す
ま
す
増
え

る
イ
ノ
シ
シ
の
死
骸

を
旧
焼
却
場
で
処
分

し
て
は
。

 

答
　
　
　
農
林
商
工
部
長

中
山
間
地
域
で
は
鳥
獣
、

特
に
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
が
拡

大
し
て
い
る
。

捕
獲
に
つ
い
て
は
、
猟

友
会
中
心
に
委
託
し
て
い
る

が
、
猟
友
会
員
の
高
齢
化
が

進
み
、
新
規
会
員
の
狩
猟
免

許
の
取
得
等
を
支
援
し
、
会

員
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

ま
た
、
電
柵
補
助
金
に
つ
い

て
は
、
２
戸
以
上
で
取
り
組

む
県
補
助
金
の
ほ
う
が
高
額

補
助
金
で
あ
る
た
め
共
同
設

置
を
進
め
る
。

と
な
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

に
、
と
い
う
位
置
づ
け
に
つ

い
て
は
、
本
市
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

 

答
　
　
　
　
　
市
　
　
長

「
子
ど
も
の
貧
困
」
と

い
う
の
は
不
適
切
だ
と
思
っ

て
い
る
。

私
も
貧
困
家
庭
で
育
っ

た
。母

子
家
庭
は
じ
め
、
気

の
毒
な
家
庭
で
育
っ
て
い
る

子
ど
も
た
ち
が
、
学
校
で
も

社
会
で
も
、
同
じ
よ
う
な
状

況
で
健
や
か
に
成
長
の
で
き

る
社
会
を
作
っ
て
い
く
法
律

に
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

紀
の
川
市
で
も
、
国
に

準
じ
て
そ
う
い
う
子
が
少
な

く
な
る
よ
う
に
一
生
懸
命
努

め
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
イ
ノ
シ
シ
の
死

骸
の
処
分
に
つ
い
て
は
焼
却

す
れ
ば
施
設
の
損
傷
を
招
く

と
い
う
理
由
で
出
来
て
い
な

い
が
、
今
後
、
死
骸
処
分
に

つ
い
て
関
係
部
局
と
調
整
を

と
り
な
が
ら
広
域
的
な
取
り

組
み
が
で
き
る
よ
う
働
き
か

け
を
進
め
る
。

問近
年
、
山
間
農
地
を
守

っ
て
い
る
大
半
は
高
齢
者
の

農
家
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
農
家
で
収
入

の
少
な
い
高
齢
者
が
農
機
具

を
買
う
の
に
補
助
金
を
支
援

で
き
な
い
か
。

 

答
　
　
　
農
林
商
工
部
長

現
在
、
認
定
農
業
者
が

農
業
改
善
計
画
を
達
成
す
る

た
め
、
農
機
具
購
入
経
費
の

一
部
補
助
を
設
け
て
い
る
が
、

単
に
高
齢
者
と
い
う
こ
と
で

農
機
具
購
入
の
補
助
金
を
出

す
こ
と
は
困
難
と
考
え
る
。

石井　　仁　議員

舩木　孝明　議員

子どもの貧困対策は

有害鳥獣対策は

法
整
備
を
重
く
と
ら
え
て

山
間
へ
き
地
の
高
齢
者
問
題
は
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効
果
的
な

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を

問パ
ソ
コ
ン
等
を
使
用
し

た
小
・
中
学
校
の
※

Ｉ
Ｃ
Ｔ

教
育
の
現
状
と
課
題
は
。

 

答
　
　
　
　
　
教
育
部
長

現
在
学
校
に
は
、
パ
ソ

コ
ン
教
室
と
電
子
黒
板
、
小

学
校
各
教
室
に
は
テ
レ
ビ
を

配
置
し
て
い
る
。

各
学
校
で
は
、
外
国
語

学
習
の
発
声
練
習
な
ど
視
聴

覚
教
材
と
し
て
使
う
な
ど
、

教
職
員
が
様
々
な
分
野
に
活

用
し
、
成
果
を
上
げ
て
い
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

課
題
は
、
中
学
校
教
室

に
テ
レ
ビ
が
な
い
た
め
、
今

後
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
の
設
置

を
進
め
て
い
く
。

連
絡
道
路
実
現

に
向
け
て

問（
仮
称
）
京
奈
和
関
空

連
絡
道
路
の
進
捗
状
況
と
今

後
の
取
り
組
み
は
。

 

答
　
　
　
　
　
建
設
部
長

平
成
21
年
２
月
に
紀
の

川
市
と
泉
佐
野
市
で
（
現
）

京
奈
和
関
空
連
絡
道
路
促
進

協
議
会
を
設
立
し
、
和
歌
山

県
・
大
阪
府
に
対
し
、
国
直

轄
事
業
の
推
進
母
体
に
な
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
の
要
望

を
行
っ
て
き
た
。
本
連
絡
道

路
こ
そ
が
大
阪
と
和
歌
山
を

結
ぶ
産
業
経
済
の
発
展
は
も

と
よ
り
、
緊
急
時
の
輸
送
ル

ー
ト
と
し
て
新
た
な
県
土
軸

と
な
る
も
の
で
あ
り
、
二
市

で
の
協
議
会
組
織
を
さ
ら
に

発
展
さ
せ
た
（
仮
称
）
京
奈

和
関
空
連
絡
道
路
建
設
促
進

期
成
同
盟
会
の
設
立
を
目
指

す
事
と
な
っ
た
。

今
後
、
泉
南
か
ら
県
北

中
部
の
皆
様
に
広
く
周
知
し
、

熱
意
を
国
に
訴
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問本
年
３
月
に
京

奈
和
紀
の
川
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
が
開
通

し
、
紀
の
川
市
内
の

交
通
量
も
増
加
し
て

い
る
現
状
を
踏
ま
え
、

通
学
時
に
お
け
る
通

学
道
の
安
全
点
検
及

び
整
備
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

 

答
　
　
　
　
　
教
育
部
長

通
学
路
の
安
全
点
検
は
新

入
生
が
入
学
し
た
４
月
当
初
、

長
期
休
暇
の
前
後
、
そ
の

他
実
情
に
応

じ
て
実
施
し
、

本
年
は
３
回

実
施
し
て
い

る
。平

成
24

年
度
に
緊
急

点
検
を
教
育

委
員
会
・
学

校
・
県
・
市

が
行
い
、
80

ヶ
所
の
危
険

箇
所
が
見
つ

問タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
に
関

し
て
、
そ
の
利
用
効
果
の
検

討
や
他
の
進
ん
で
い
る
地
域

の
状
況
を
ど
う
検
証
し
た
の

か
。
導
入
の
経
緯
と
今
後
の

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
は
。

 

答
　
　
　
　
　
教
育
部
長

本
市
で
は
現
在
、
教
職

員
が
自
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
購

入
し
活
用
し
て
い
る
。

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

今
回
学
校
の
学
級
相
当
数
を

購
入
予
定
し
て
い
る
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
は
、
例
え

ば
子
供
の
作
品
を
そ
の
場
で

撮
影
し
、
全
体
に
提
示
し
、

拡
大
で
き
る
。
専
用
ア
プ
リ

を
使
わ
な
く
て
も
多

様
な
使
い
方
が
で
き

る
の
で
、
教
職
員
の

教
具
と
し
て
利
用
し

て
も
ら
い
た
い
。

教
材
開
発
は
ま

だ
ま
だ
先
の
問
題
で
、

積
極
的
に
活
用
を
し

て
い
る
教
職
員
を
中

心
に
各
教
科
で
研
究

を
進
め
て
い
く
。

か
り
、
こ
れ
ま
で
57
ヶ
所
の

対
策
が
実
施
さ
れ
た
。
今
後

教
育
委
員
会
と
し
て
通
学
路

交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策

定
を
検
討
し
て
い
く
。

 

答
　
　
　
　
　
市
　
　
長

日
頃
か
ら
市
民
み
ん
な

が
交
通
マ
ナ
ー
を
心
が
け
て

い
た
だ
き
な
が
ら
、
警
察
・

県
・
市
は
関
係
箇
所
の
安
全

対
策
を
優
先
し
て
危
険
な
場

所
か
ら
整
え
て
い
け
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
く
。

 

答
　
　
　
　
　
教
育
長

本
市
へ
の
寄
付
金
を
教

育
現
場
に
最
も
有
効
活
用
す

る
た
め
、
小
中
校
長
会
の
意

見
を
聞
き
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
導

入
を
決
め
た
。
機
種
選
定
で

は
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
学

校
に
配
布
で
き
る
よ
う
平
易

な
も
の
と
し
た
。

今
後
、
情
報
教
育
研
究

会
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
堪
能
な
先
生

を
講
師
と
し
て
、
学
校
単
位

で
研
修
を
行
う
計
画
を
し
て

い
る
。

室谷　伊則　議員

太田加寿也　議員

通学路の安全確保を

教
育
予
算
の
有
効
活
用
を

いろいろなタブレット

※
Ｉ
Ｃ
Ｔ 

… 

情
報
通
信
技
術
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問合
併
し
て
９
年

に
な
り
、
家
庭
ご
み

の
分
別
収
集
の
ル
ー

ル
、
マ
ナ
ー
も
周
知

さ
れ
て
い
る
が
、
集

積
所
の
数
や
ご
み
袋

の
名
前
記
入
等
、
自

治
区
に
よ
り
大
き
な

差
が
あ
り
、
高
齢
者

の
方
へ
の
対
策
と
合

わ
せ
て
、
今
後
公
平
な
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
が
必
要
で
は
。

 

答
　
　
　
　
　
市
民
部
長

効
率
化
と
良
好
な
生
活

環
境
の
確
保
の
た
め
、
集
積

施
設
の
事
業
費
の
２
分
の
１

以
内
限
度
額
50
万
円
の
補
助

制
度
が
あ
り
、
各
地
区
の
区

長
会
に
お
い
て
集
約
化
の
働

き
か
け
を
し
て
い
く
。

ご
み
袋
の
名
前
記
入
は

任
意
で
あ
る
旨
を
表
示
す
る
。

ま
た
、
高
齢
者
の
方
で

集
積
所
ま
で
ご
み
を
持
っ
て

問平
均
寿
命
が
日
本
一
の

長
野
県
は
、
食
生
活
改
善
推

進
員
の
増
加
と
地
道
な
活
動

で
、
食
生
活
が
見
直
さ
れ
、

県
民
の
健
康
知
識
の
普
及
が

進
ん
だ
。

当
市
は
、
医
療
削
減
対

策
と
市
民
の
健
康
づ
く
り
に

ど
う
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

 

答
　
　
　
保
険
福
祉
部
長

食
生
活
改
善
推
進
員
は
、

市
の
養
成
講
座
を
受
講
し
て
、

現
在
は
総
勢
109
人
だ
が
、
目

標
は
200
人
に
増
や
し
た
い
。

栄
養
指
導
に
は
、
い
つ

も
「
う
す
あ
じ
」
を
ベ
ー
ス

に
し
、
塩
分
測
定
器
を
活
用

し
た
「
減
塩
と
野
菜
あ
と
一

皿
」
を
重
点
テ
ー
マ
に
食
へ

の
関
心
と
理
解
を
深
め
て
訪

問
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

い
く
の
が
困
難
な
方
に
対
し

て
は
、
近
隣
の
市
が
実
施
し

て
い
る
「
ふ
れ
あ
い
収
集
」

に
つ
い
て
、
関
係
部
署
と
協

議
し
、
検
討
す
る
。

循
環
型
社
会

を
め
ざ
す

問子
供
達
の
未
来
に
す
ば

ら
し
い
環
境
を
残
す
た
め
の

※

循
環
型
社
会
の
形
成
の
取

り
組
み
は
。

 

答
　
　
　
　
　
市
民
部
長

産
業
ま
つ
り
で
の
リ
ュ

ー
ス
品
の
無
償
提
供
は
引
き

続
き
実
施
し
、
昨
年
10
月
か

ら
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
実
績
と

し
て
、
小
型
家
電
に
含
ま
れ

て
い
る
貴
重
な
金
属
類
の
サ

ン
プ
ル
を
展
示
し
た
。
施
設

見
学
の
受
け
入
れ
や
ク
リ
ー

ン
＆
グ
リ
ー
ン
講
座
の
出
前

講
座
等
を
し
、
周
知
啓
発
を

行
う
。

問粗
大
ご
み
の
戸
別
回
収
、

ご
み
処
理
施
設
へ
の
持
ち
込

み
回
収
の
規
定
は
。

問市
の
健
康
増
進
計

画
の
な
か
の
健
康
づ

く
り
11
ヶ
条
に
「
運

動
習
慣
！
ま
ず
一
歩

か
ら
」
と
あ
る
。

最
近
の
研
究
結

果
か
ら
単
に
歩
数
を

増
や
す
だ
け
で
は
な

く
、
『
中
強
度
』
歩

行
（
う
っ
す
ら
汗
ば

む
程
度
の
速
歩
き
）

の
時
間
が
ど
れ
く
ら
い
含
ま

れ
て
い
る
か
が
重
要
だ
と
わ

か
っ
て
き
た
。

あ
ら
ゆ
る
健
康
の
指
標

と
な
る
最
適
な
組
み
合
わ
せ

は
、
一
日
「
８
千
歩
・
う
ち

中
強
度
20
分
」

で
あ
る
。

奈
良
県
が
今

年
か
ら
健
康
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を

立
ち
上
げ
大
変

好
評
で
あ
る
。

本
市
も
市

庁
舎
の
一
階
ロ

ビ
ー
の
一
角
に
、

健
康
チ
ェ
ッ
ク

で
き
る
よ
う
サ

ポ
ー
タ
ー
が
つ

 

答
　
　
　
　
　
市
民
部
長

現
在
の
粗
大
ご
み
の
戸

別
回
収
は
平
日
の
み
だ
が
、

事
前
に
粗
大
ご
み
処
理
券
を

購
入
す
れ
ば
、
平
日
に
留
守

の
場
合
で
も
回
収
し
て
い
る
。

原
則
一
回
当
た
り
10
点
と
し

て
い
る
が
、
粗
大
ご
み
の
大

き
さ
で
１
点
あ
た
り
の
数
量

を
設
け
て
い
る
。

な
お
、
紀
の
海
広
域
ご

み
処
理
施
設
が
稼
働
す
れ
ば
、

施
設
へ
の
持
ち
込
み
受
入
れ

は
、
土
曜
、
祝
日
も
予
定
さ

れ
て
い
る
。

１ 

ご
み
を
減
ら
そ
う

２ 
繰
り
返
し
使
お
う

３ 

再
資
源
化
し
よ
う

き
、
血
管
年
令
計
・
自
動
血

圧
計
・
骨
健
康
度
測
定
器
を

設
置
し
、
活
動
量
計
の
貸
し

出
し
体
験
な
ど
誰
も
が
気
軽

に
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
め

る
よ
う
実
施
し
て
は
。

 

答
　
　
市
長
・
健
康
福
祉
部
長

本
年
度
は
運
動
を
増

や
す
き
っ
か
け
づ
く
り
に

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
100
万
歩

二
〇
一
四
」
に
取
り
組
み
、

一
定
の
成
果
が
あ
り
、
継
続

し
て
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

つ
い
て
は
、
健
康
づ
く
り
推

進
庁
内
会
議
に
お
い
て
検
討

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

並松　八重　議員

大谷さつき　議員

おでかけ健康法

家庭ごみ収集の現状

※
循
環
型
社
会

有
限
で
あ
る
資
源
を
効
率
的
に
利

用
す
る
と
と
も
に
再
生
産
を
行
っ

て
、持
続
可
能
な
形
で
循
環
さ
せ
な

が
ら
利
用
し
て
い
く
社
会
の
こ
と
。

減
塩
で
プ
ラ
ス
野
菜
を
！
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議会を傍聴してみませんか

市議会の定例会は、３・６・９・12月の年４回傍聴す
ることができます。
市議会では、市民のみなさんの生活に直結した重要な

問題が審議されていますので、私たち議員の活動状況や
市政の内容を知るためにも、ぜひ議会の傍聴にきてくだ
さい！

【傍聴手続き】
本会議の傍聴を希望される方は、当日受付で住所・氏

名を記入していただき、入場してください。
本会議の傍聴定員は、30人（うち車いす用２席）です。

【受付場所】
本庁舎６階　議会事務局

学
習
環
境
の

充
実
を

問小
規
模
化
が
進
む
小
学

校
へ
の
対
策
は
。

 

答
　
　
　
　
　
教
育
長

少
子
化
が
進
む
な
か
、

一
学
年
で
一
学
級
の
学
校
で

は
、
ク
ラ
ス
替
え
が
で
き
ず
、

人
間
関
係
が
固
定
化
し
て
い

る
の
が
現
状
で
あ
る
。

対
応
に
当
た
っ
て
は
、

常
に
子
ど
も
達
を
中
心
に
考

え
、
地
域
と
の
連
携
を
進
め

る
。平

成
21
年
５
月
策
定
の

「
紀
の
川
市
学
校
適
正
規

模
・
適
正
配
置
基
本
方
針
」

を
も
と
に
、
小
規
模
化
に
伴

う
問
題
点
に
つ
い
て
、
保
護

者
・
地
域
の
方
々
と
十
分
協

議
し
な
が
ら
、
慎
重
に
検
討

を
進
め
る
。

問来
年
合
併
10
周
年
を
迎

え
て
の
取
り
組
み
は
。

 

答
　
　
　
　
　
市
　
　
長

記
念
事
業
の
一
環
と
し

て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
大
会

を
招
致
し
、
紀
の
川
市
歌
作

成
等
に
も
取
り
組
む
。

ま
た
、
農
産
物
輸
出
に

つ
な
が
る
東
南
ア
ジ
ア
、
特

に
大
賀
ハ
ス
等
で
関
係
が
深

い
ベ
ト
ナ
ム
（
国
花
は
ハ

ス
）
の
都
市
を
中
心
に
、
交

流
を
深
め
る
。

村垣　正造　議員

祝
お
う
！
合
併
10
周
年

※午前9時 30分開会予定です。なお、日程は変更することがあります。

電話でのお問い合わせもお受けしています。
●お問い合わせ … 議会事務局
電話番号：0736 －77 －0860

次回3月定例会（予定）NEXT

日 月 火 水 木 金 土
2/15 16 17 18 19 20 21

本会議
（開会）

22 23 24 25 26 27 28

本会議（一般質問）
質疑
委員会
付託

3/1 2 3 4 5 6 7

予算特別委員会

8 9 10 11 12 13 14

総務文教
委員会

厚生
委員会

産業建設
委員会

15 16 17 18 19 20 21

（本会議）
予備日

22 23 24 25 26 27 28

本会議
（閉会）

（ ）

ハスでつなぐ国際交流
※写真はベトナムからプレゼントされたハスの摘み取り用ボート

紀の川市議会だより　No.32　平成27年［2015］
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ちょっ
と

おしえ
て！

答弁

その後

答弁

その後

資源ゴミ持ち去り
禁止条例を

資源ゴミの持ち去りは
罰金になりますよ！

ネオンサインは検討の結果
予算化されず！

平成 26年 9月議会　坂本　康隆　議員

資源ごみの持ち去り防止対策はどうなって
いるのか？

換金目的で日常的に資源ゴミを持ち去ら
れているため、資源ゴミ持ち去り禁止条例を
つくる必要があると考える。関係機関と準備
を進め、平成27 年の３月議会に条例の議案
を出したい。

テロップ式ネオンサイン（案内板）の設
置については、検討させて頂きたい。

紀の川市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正
案（資源物の持ち去り行為の禁止）について、和歌山地方
検察庁と協議する必要があるため、11 月 10 日付けで提
出し、事前に内容の精査を依頼しています。また、協議の
日程も併せて調整しています。

総務部管財課では、
①運転者に情報提供することで、安全上問題がないか。
②本庁前駐車場については進入路が３ケ所であることか
ら、効果的に案内することが可能か。

③本庁や南別館で開催されるイベント等と駐車場案内情報
を、迅速かつ的確に、運転される方に伝達が可能か。

④駐車場案内のみではなく、多種多様な情報を発信できる
電光掲示板として、活用することを併せて検討すること。

の４点を検討しましたが、費用対効果の面から、最終的に
電光掲示板を設置するという結論には至りませんでした。

市役所駐車場入口付近にテロップ式ネオン
サイン（案内板）を設置しては？

平成 25年 3月議会　森田　幾久　議員

要援護者の駐車場確保を

現在の掲示板

紀の川市議会だより　No.32　平成27年［2015］
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委員会活動報告
各委員会では、議案の審査だけでなく、委員会に付託された市民生活に深く関

ることについて議会の開会・閉会にかかわらず調査研究を行っています。
最近の活動状況についてお知らせします。

「議員自らの手で、市民目線で、わかりやすい広
報紙」をモットーに、これからもより一層努力
し、見やすく、わかりやすい議会広報づくりに取
り組んでいきます。

議会広報特別委員会

産業建設常任委員会・
総務文教常任委員会連合審査会

【11 月 19 日】
・市民プールの基本計画案について

当審査会では、市民プールの建設について、進捗
状況や完成後の活用方法について調査・研究を進
めています。

総務文教常任委員会
【10 月 15 日】
・市内グラウンドの整備計画について

市内グラウンドの整備状況と、今後の計画
について調査を行いました。

他市からの視察を受け入れています

・熊本県天草市議会
10月29日、教育厚生常任委員会のみなさん

が、教育相談推進事業の取り組みについて研修さ

れました。

・青森県弘前市議会
10月23日、弘前市議会会派自民の会の方が、

農業行政について研修され、めっけもん広場を見

学されました。

・茨城県高萩市議会
11月13日、高萩市議会だより編集特別委員会

のみなさんが、議会だよりの編集について研修さ

れました。

・愛知県西尾市議会・蒲郡市議会
11月７日、貴志川線地域公共交通総合連携計画

について研修され、和歌山電鐡貴志駅を見学され

ました。

「第27回近畿市町村広報紙コンクール（毎日新聞社主催）」
で優良賞を受賞しました。

紀の川市議会だより　No.32　平成27年［2015］
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視察レポート

産業建設常任委員会　10月29日～31日 ●北海道新得町　●北海道帯広市　●北海道小樽市

山形県上山市で「上山型温泉クアオルト事業」、福島県喜多方市で「地域・家庭医療センター ほっと☆きらり」、
会津若松市で「スマートシティ会津若松」について研修を行いました。

クアオルトとはドイツ語で「質の高い長期滞在型の健康保養地」という意味です。
事業の内容は、気候性地形療法ウォーキングを中心に、温泉施設に滞在してもらい、地場産のヘルシー料理を

食べてもらうことで、心身の健康と地域活性化につなげるものです。市内には約３km のコースが 11 コース設
けられており、また、気候性地形療法を学んだ専任ガイドが 61 名おられ、毎日市内のどこかのコースで、専任
ガイドの指導を受けながらウォーキングができる仕組みとなっていました。

喜多方市の「地域・家庭医療センター　ほっと☆きらり」とは県立病院の他市への移転に伴い、患者の新たな
受け皿、高齢化の進む山間地域の医療確保を目的に建設された公設民営型の家庭医療科がある診療所です。

家庭医療では、内科や皮膚科や精神科など専門的な診療科目にとらわれず、人が日常よくかかる体や心の病を
適切にケアし、本人だけではなく、家族の心配事や地域の特性も考慮しながら、総合的な診療を行います。

平成 23 年度の開設時には患者数延べ９千人であったのが、地域に定
着したことで、平成 25 年度では患者数延べ１万８千人となっています。
今後は、夜間の初期救急の対応を検討していくそうです。
「スマートシティ会津若松」では、東日本大震災の際、物流の寸断や、

風評被害を受けたことを機に、ICT いわゆる情報通信技術や環境技術を
一つの手段として、市内にエネルギーコントロールセンターを構築し、
雪国型メガソーラーや山林未利用材を活用した全国初の発電所「グリー
ン発電会津」などすばらしい事業を研修させていただき大変参考になり
ました。

厚生常任委員会　10月22日～24日 ●山形県上山市　●福島県喜多方市　●福島県会津若松市

新得町の「レディースファームスクール」、帯広市の「中小企業との協働による中小企業振興」、小樽市の「観
光のまちづくり」について研修を行いました。

レディースファームスクールとは、18 年前に就農人口を増やす取り組みとして、全国で初めて（就農を目指す）
独身女性のために設置された農業体験実習施設です。
「なぜ女性なのか」という問いに、北海道農業担い手育成センターへの体験実習希望者は、男性より女性の方

が多いということから、農業や農村に真面目な興味を持つ若い女性は思いのほか多く、拒絶感は想像以上に小さ
いということが分析できたから、との説明でした。

帯広市では既存の資金貸し付けや融資の斡旋に関する内容が主であった「帯広市中小企業振興条例」を廃止し、
平成 19 年に理念条例となる「中小企業振興基本条例」を制定し、市はもとより中小企業、市民が参加した地域
産産業振興とまちづくりに取り組まれていました。

小樽市では民間の自主性・主体性を重視しながら、市民と行政が一体となった観光振興に取り組んでおり、「観
光都市宣言」の素案づくりを進めたのも、「小樽観光プロジェクト推進会
議」という市民、観光業者、関連団体、経済界、行政など、官・民恊働
のメンバーで発足させた会議で、「日帰り・通過型観光」から「時間消費・
宿泊滞在型観光」への仕組みづくりに取り組んできました。

いずれの研修地においても感じさせられたことは、いかに市民ニーズ
を的確に把握し、また市民、関係団体と共に協力し合いながら、事業に
取り組むことが、事業の発展・成果につながるのだということでした。

とかちむら（観光交流施設）を見学
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和
歌
山
電
鐡
に
よ
る
貴
志
川
線
の
運
行
は
、
来
年
で
10
年
を
迎
え
ま
す
。

南
海
電
鉄
が
廃
線
を
決
め
て
か
ら
、
平
成
18
年
４
月
１
日
に
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
ま
で
、
ま
た
そ

の
後
の
乗
客
確
保
等
、「
貴
志
川
線
の
未
来
を〝
つ
く
る
”会
」
の
存
在
を
な
く
し
て
は
語
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

住
民
立
ち
上
が
る

「
残
し
て
ほ
し
い
」と
い
う
熱
意
を
見
え
る
形
に
す
る
た
め
に
発
足
さ
せ
た
こ
の
会
は
、会
員
を
募
集
し

運
営
委
員
会
に
参
加
す
る
な
ど
、運
営
会
社
や
行
政
と
と
も
に
三
位
一
体
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

数
々
の
イ
ベ
ン
ト
企
画・実
行

今
で
は
２
千
200
人
も
の
安
定
的
な
会
員
に
な
り
、
貴
志
川
線
ま
つ
り
・
じ
ゃ
が

い
も
掘
り
・
た
け
の
こ
堀
り
等
、
地
域
に
密
着
し
た
約
50
も
の
イ
ベ
ン
ト
を
計
画

実
施
し
、
集
客
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
た
ま
駅
長
の
存
在
も
大
き
く
、
海
外
か
ら
の
観
光
客
も
た
く
さ
ん
来

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

紀の川市でがんばってます!! Part4

三位一体（運営会社・行政  ・地域住民）の協働の力で！

貴志川線を

よろしく

お願いしますニ
ャ〜

紀の川市議会だより　No.32　平成27年［2015］
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特集

永
続
に
向
け
て

「
年
間
約
２
万
５
千
人
の
海
外
か
ら
の
観
光
客
は
あ
り
が
た
い
こ
と
で

す
が
、
地
元
の
方
に
も
っ
と
乗
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
な
こ
と
で
す
。

行
政
ま
か
せ
で
は
な
く
、
住
民
と
協
力
し
て
永
続
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
行
政
に
は
、
公
共
交
通
と
し
て
で
は
な
く
、
例
え
ば
図

書
館
の
よ
う
な
『
公
共
施
設
』
と
し
て
理
解
し
て
も
ら
い
た
い
。」
と
、

会
の
濵
口
代
表
は
熱
い
思
い
を
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
代
表
は
、
他
の
地
域
の
経
済
的
な
面
で
廃
線
に
直
面
し
て
い

る
電
鉄
の
研
修
に
参
加
し
、自
分
た
ち
の
経
験
を
話
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

老
朽
化
し
た
施
設
を
改
良
し
、
安
全
運
行
を
す
る
た
め
に
、
今
は
年
間

乗
客
数
250
万
人
を
め
ざ
し
、「
あ
と
４
回（
乗
ろ
う
）き
っ
ぷ
」
を
発
行
し

て
い
ま
す
。

電
車
は
、
こ
の
車
社
会
に
お
い
て
、
と
て
も
エ
コ
で
あ
り
、
学
生
や
車

に
乗
れ
な
い
方
な
ど
弱
者
に
対
す
る
福
祉
的
要
素
の
強
い
乗
り
物
で
す
。

さ
ら
に
、
紀
の
川
市
に
と
っ
て
目
に
見
え
な
い
経
済
効
果
が
あ
る
こ
と

は
明
ら
か
で
す
。

大
切
な
こ
の
貴
志
川
線
を
永
続
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
と
思
い
ま
す
。

紀の川市でがんばってます!!
三位一体（運営会社・行政  ・地域住民）の協働の力で！

今回は西川委員(右)と中村委員(左)が担当

たま電車と記念撮影

大盛況のじゃがいも掘り

紀の川市議会だより　No.32　平成27年［2015］
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No.

　

編
集
後
記

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

紀
の
川
市
も
今
年
で
合
併
し
て

10
年
目
を
迎
え
ま
す
。

ま
た
、
国
体
も
開
催
さ
れ
節
目

の
年
と
な
り
ま
す
。

私
た
ち
委
員
会
も
昨
年
は
コ
ン

ク
ー
ル
に
て
優
良
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
次
は
最
優
秀
賞
（
グ
ラ
ン

プ
リ
）
を
目
指
し
て
、
紙
面
づ
く

り
に
精
励
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。何

事
に
お
い
て
も
、
目
標
を
持

つ
と
い
う
こ
と
は
、
大
変
励
み
に

な
り
ま
す
。

地
方
創
生
が
叫
ば
れ
る
な
か
、

「
こ
ん
に
ち
は
議
会
で
す
」
が
こ

れ
か
ら
も
市
民
の
皆
様
と
共
に
紀

の
川
市
の
明
る
く
元
気
な
街
づ
く

り
の
一
端
を
担
え
る
よ
う
頑
張
っ

て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

（
Ｋ
・
Ｕ
））

晴
れ

や

かな成人式

七
色

の
出初式

鞆渕小 全校児童9人による発表

平池イルミネーション

青洲の里「七草粥まつり」

生産量日本一の葉

ボ
タ

ン


